
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

                                  教頭 伊藤 文江 

新型コロナウィルス感染症に係る緊急事態宣言措置期間の延長に伴い、運動会や宿泊研修を延期

して実施することといたしました。地域の皆様や保護者の皆様におかれましては、度重なる予定変

更や制約のある教育活動へのご理解とともにご協力をいただいておりますことに、改めて感謝申し

上げます。 

 

さて、朝夕めっきり涼しくなり、秋の訪れを感じる頃となり 

ました。教材園では、子どもたちが愛情いっぱいに育ててきた 

トマトやジャガイモなど、作物が見事に実りました。気温の変 

化や日照り、急な大雨や強風にも負けず、植物（作物）は、私 

たちに大地の恵みを与えてくれます。子どもたちも、その力強 

い生命力を実感しながら過ごしています。 

 

『何も咲かない寒い日は、下へ下へと根を伸ばせ。やがて大きな花が咲く』 

これは、元三洋電機副社長、後藤清一氏の言葉です。シドニー五輪 金メダリストの高橋尚子さん

の座右の銘でもあるそうです。 

寒い冬の間に根を地中に張って、春に大きな花を咲かせるための土台づくりをしている植物。 

「常に順調にいっている人は一人もいない。すぐに結果が出なくても諦めずに努力をしていれば

成果が表れる。その苦しい時こそどう過ごすかが大事。」というメッセージが伝わってきます。 

新型コロナウイルス対策で制約のある生活ですが、これからは益々変化に富んだ社会が予想され

ます。そんな時、自分の力で道を切り拓いていく逞しさ 

が常に要求されていきます。 

困難に直面した時、「できない」「前例がないからや 

めよう」と諦めるのではなく、できることや新しい 

方法を考えて「チャレンジしてみよう」と、努力する力、 

知識を知恵に変えてしなやかに前へ進んでいける力が、 

今後益々重要となってきます。 

 コロナ禍は続いていますが、学んだことを生活に生か 

したり新しい学びにつなげたりして、ねばり強く「自分 

で考えて行動できる子ども」に成長できるよう、学びの 

充実を精力的に進めてまいります。ご家庭でも引き続き、 

「根を下へ下へと伸ばす」ためのご協力・ご支援の程、 

どうぞよろしくお願いいたします。 
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（感動しながら収穫している様子） 

「青雲の森」の松ぼっくり等で作っ

た作品を「販売（体験）」するために、

様々な工夫を考えました。PC を使っ

たプレゼンテーションやレイアウ

ト、言葉遣い等、これまでの学びを

生かしながら取り組んでいる様子

です。 

 

「何も咲かない寒い日は・・・」 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
      

 
 
 
 
 
 

日 曜 １０月の行事予定     

１ 金 
交通安全街頭指導、さわやか集会 避
難訓練 運動会実行委員会 

４ 月 運動会参観日（1.2 年） 

５ 火 運動会参観日（3.4 年） 

６ 水 運動会参観日（5.6 年） 

７ 木 運動会参観日予備日 

８ 金 
運動会参観日予備日  
中休み草取り・石拾い 

11 月 
学習発表会特別時間割  
学習発表会実行委員会 

12 火 研修のため，午前 3 時間授業 

13 水 委員会活動 

15 金 諸費振替日 

19 火 学習発表会実行委員会 

20 水 学習発表会児童公開日 

22 金 学習発表会実行委員会 

24 日 学習発表会 

25 月 振替休業日 

26 火 彫刻移動展（～11 月 11 日） 

27 水 身体測定（1.2 年） 

28 木 身体測定（3.4 年 青 1.5） 

29 金 身体測定（5.6 年青 2）5 年生結団式 

＊行事予定は変更になる場合がありますので、学級通

信等でご確認ください。 

実践の合い言葉 ： 「小さな約束を みんなで やりきる学校」 具体的な取り組みを紹介します 

学校の教育目標:「たくましい子ども【すすんで学ぶ・助けあう・やりぬく・きたえる】」 

読書週間 9 月 7日～17日 
 4 月から家読 10 分以上 

を目指して取り組んでまい 
りました。読書の秋である 
9 月は，読書週間を設定し， 
授業で行った著書の紹介を 
掲示したり（写真上），子ど 
もたちや保護者の皆様から 
ご協力いただいた「おすす 
め本」カードを掲示し（写 
真下）て紹介するなどして、 
子どもたちに読書への興味関心 
を高める取組を行いました。図書館は，子どもたち
の姿が日に日に増えてきました。 

 
非常勤講師活用 
3.4 年生の外国語活動では，年に数回講師の先 

生（荒澤眞由美先生）とティ 
ームティーチングを行ってい 
ます。複数体制で学びの充実 
を図っています。子どもたち 
は意欲的に積極的に取り組ん 
でいます。 

保護者・地域との連携 

本校の課題の１つに、「電子メディアと長時間の
接触」が挙げられます。目安としては 1日 2時間以
内を目指しています。そこで、子どものネット利用
も含めた望ましい生活習慣の定着を目指して、ノ
ーゲームデーを推奨しています。これは、全道的に
行われている取組でもあります。ノーゲームデー
をきっかけに第１・第３日曜日は、 
スマートフォン等を使ったゲーム 
などから離れて「家族の団らん」 
を大切にしたり「体験活動」や 
「読書活動」などに親しむ時間にし  
てみませんか。          
 

【お知らせ】 
亀吉クラブ町内会様から、 

手縫いの雑巾を100枚寄贈い 
ただきました。ありがとう 
ございました。大事に使わ 
せていただきます。 
【お願い】 
○児童がＰＣＲ検査又は抗原検査を受けることにな

った場合、同居する家族がＰＣＲ検査の対象とな
った場合は学校に連絡をお願いします。 

○発熱の有無に関わらず、児童及び同居家族に風邪
症状等がある場合は無理に登校せず、自宅で休養
するようお願いします。 

○先日、学校のそばにお住まいという地域の方から
お電話をいただきました。「子どもたちの声を
騒々しいと感じたことはないので、頑張ってくだ
さい」と､とても励まされました。 

  10 月上旬に学年ブロックごとに分散して運動会
を行う予定です。音楽を掛けたり、子どもたちの
声が響いたりするかもしれません、ご理解の程、
よろしくお願いします。また、観覧される保護者
様には、ソーシャルディスタンス等にご協力いた
だきますようよろしくお願いします。 

授業を通して 
ねらい：確かな学力の定着，習得したことを活用 

旭川市では、「食育」の一貫として、学校給食を
教材として活用しています。旭川産の農作物を学
校給食の献立で使用する「地産地消」を通し、「郷
土と旬の味覚」、そして食の楽しさを伝え、郷土の
食や地域の農業に対して関心と理解を深める取組
を推進しています。本校の給食では、旭川産りん
ご「つがる」と旭川産米「ゆめぴりか」を味わう
日を以下の日の献立で使用します。ぜひ、ご家庭
でも旭川産の農作物について話題にしてみてくだ
さい。 
【旭川産りんご 10 月 5日、旭川産米 10 月 26 日】 

 
 
 
 
 
 

雑巾贈呈の様子 

ノーゲームデーの推進  

食育の推進  

外国語 
活動 
 

 

 


